定例市政記者クラブ・市長懇談会（１２月）の結果について
日時：平成２３年１２月１６日（金）午前１１時～正午

場所：市役所２階第３委員会室

出席：市政記者クラブ９社

　　　　
会見内容

１．話題提供（４項目）


■　本年度、策定してまいりました 釧路市都市経営戦略プランを１２月定例会に、お示しをさせていただきました。

■　本プランは、「釧路市都市経営戦略会議」の提言趣旨を踏まえ、釧路市の現状と将来を見据えた都市経営の基本的な考え方のもとで、市役所改革と財政健全化を一体的に進めながら、釧路市の持続的な発展を目指し 策定するものであり、　「独自政策を進める基本的な考え方」、「市役所改革プラン」、「釧路市財政健全化推進プラン」により構成するものであります。

■　このうち、お手元に配付しております素案の３ページに記載しておりますように「独自政策を進める基本的な考え方」につきましては、平成２４年度予算編成における議論も反映するため、現在調整中でありますが、釧路市都市経営戦略　　プランには、今後、この「独自政策を進める基本的な考え方」に基づき策定する「政策プラン」も包含するものであります。

■　市役所改革プランの個別施策につきましては、５ページに掲載しておりますとおり、これまで報告し 取組んできております「先行取組」７項目を含めまして 速やかに実施すべき項目として１３施策を掲載しております。また、「各課の発議による自主的な取組」につきましては、１６ページに掲載のとおり４５課６４項目の取組を施策として掲載しております。

■　財政健全化推進プランにつきましては、集中取組期間における６項目の健全化対策による取組とプラン本体の概要を掲載しております。

■　これら釧路市都市経営戦略プラン 全体の取組につきましては、確実な進行管理を図るため、（仮称）釧路市都市経営推進会議を設置するとともに、各課の自主的な取組などの新たな取組についても、随時、計画に位置付けてまいります。

■　今後につきましては、本定例会でのご議論を踏まえながら、先に申し上げた「独自政策を進める基本的な考え方」を整理し、２月定例市議会において報告する予定であります。


■　釧路市公共施設等 見直し指針（素案）は、「釧路市財政健全化推進プラン」の推進方策の一つとして、公共施設の見直しが位置付けられており、財政健全化対策として、策定に取組んできたところであります。
■　全国的にも公共施設のあり方を いかに見直すかが課題となっており、当市におきましても、今後、人口減少などによる 公共施設の利用率の低下、また、　　　老朽化が進み、近い将来に大規模改修や建て替えといった更新時期を迎える施設の増加が見込まれることなど、これら、管理経費の圧縮は財政健全化を果たすための重要な課題であると位置付けております。
■　今後、保有している財産のすべてを 維持し続けていくことが困難な状況の中、それらの課題を解決し、安定的な行財政基盤を確立するため「公共施設等見直し指針」を策定し、統廃合などの見直しや廃止を含む集約化と縮減をはじめ、運営管理方法に至るまで、資産経営的な観点から確実な公有財産の見直しに着手するものであります。
■　公共施設等見直し指針では、まず個々の施設データの一元化と客観的評価を行い、正確な情報を市民に公表することが、市民の皆さんからのご意見をお聞きすることに繋がるものであり、そのうえで、様々なニーズを踏まえ、総合的な検討により、政策的に方向性を決定するものであります。
■　本年度は、公共施設等見直し指針を策定し、平成２４年度より、施設のデータベース化、公有資産マネジメントシステムの構築、施設の客観的評価を逐次実施し、公共施設等の見直しを進めるものであります。
■　今後、本指針につきましては、パブリックコメントによる意見募集を実施いたします。

■　本事業は、内閣府が平成２３年１月に全国公募した、社会イノベーション推進のためのモデル事業に釧路市が応募し、採択された事業であります。
· 内閣府の補助採択要件のひとつが、「既存の制度の制約を乗り越えて、制度・領域横断的な活動を展開し、他の地域のモデルになるもの」であることから、

公費による支援が難しい自主夜間中学をスキップカードの寄付機能を活用して支援する事業を核に、複数事業のパッケージ案を提案し、事業採択されたものです。
■　事業期間は 平成２３年度～２４年度までで、予算額は２カ年で １,７５０万円。主催は釧路市です。
■　事業内容といたしましては、釧路自主夜間中学「くるかい」を地域全体で支援するための体制づくりを、市域限定のポイントカードを通じて行うことを根幹として、いくつかの事業を並行して行うものであります。

■　事業は大きくは７つに分かれます。
　１番目は 団体開拓事業で、ポイントカードの寄付機能を使った寄付の仕組みである「ゆうエール」に協力していただける企業や団体を開拓するもので、民間企業に１０月から委託し、すでに１８０件近い団体に申し出をいただいております。
■　２番目は 域内循環ポスター製作事業で、ポイントカードによる寄付プログラムに参加するための 意欲を喚起するために、域内循環を分りやすく市民に伝える　　ポスターを製作するもので、来年３月頃に完成する予定となっております。

■　３番目は 学び直し支援のボランティアを養成する講座で、「くるかい」以外にも 学び直しの場づくりの動きを広めるための事業です。
　来年、１月から２月にかけて、４回程度の講座を開催し、学び直しの指導をするボランティアを養成します。ただし､「くるかい」でのスタッフ養成ではなく、自主的に学び直しの機会づくりを行う人材育成を図るもので、お手元にチラシを配付しております。

■　４番目のビデオ教材製作事業では、再教育支援活動に役立つ動画教材を作製し、　インターネットを通じて無償で配布するもので、本格的には平成２４年度に市内の劇団とともに製作いたします。

■　５番目の講演交流会事業は、市民を対象として学び直しの必要性を啓発するための講演会を行うもので、昨日の２回目の講演会では 景雲中学校の開校５０周年記念事業との連携により、生徒さんをはじめ、地域住民など合計７００名近くの参加をいただいたところであります。

■　６番目のＳＮＳ情報発信ボランティア養成講習会は、ＳＮＳを活用して「くるかい」をはじめとする市内の学び直しの情報をネット上に発信してくれるボランティアを養成するもので、お手元に講習会のチラシを配付しております。

※ ＳＮＳ（ソーシャル・ネットワーキング・サービス）

■　講座内容は、ツイッターやフェイスブックの活用方法を無料で学ぶものですが、修了者には 情報発信ボランティアとして「くるかい」の情報を 月に１、２回、ネット上に流すお手伝いをしていただき、話題を継続することで、「くるかい」への関心を継続させることを目的としております。

■　最後に、事業全体の広報を行う事業として、現在、釧路市内路線バスの広報　　スペースを利用した「ゆうエール」への支援を訴える「くしろバスギャラリー」を実施しております。１２月５日から来年３月３１日まで ８団体の市内外の有名団体がポスターを通じて協力してくれます。３月下旬には「なでしこジャパン」も登場します。

■　事業は来年度も継続して行われます。この事業期間内に「くるかい」を地域の善意で支える体制を作りたいと思っております。

· 不就学者支援体制構築事業につきましては、以上でございます。


■　その他の話題としまして、今月の１９日から２１日までの３日間、東京において、釧路市の懸案事項の関係先に対する年末の中央行動を実施いたします。

■　訪問先といたしましては、地元選出議員をはじめとした国会議員の皆様、国土交通省や防衛省、厚生労働省、水産庁、資源エネルギー庁などに地域の状況や要望をお伝えし、年末のご挨拶を申し上げてまいります。

■　また、経済交流や観光客誘致を進めております台湾の台北駐日経済文化代表処、産炭国石炭産業高度化事業に関してベトナム大使館や中国大使館も訪問する予定となっているほか、船舶関係や航空関係の各社にも、今後の釧路港、釧路空港の利用促進をお願いしてまいります。

【質疑要旨】
（質問）
・　内閣府の事業に公募し採択された、市域限定のポイントカードの寄付システムを使って夜間中学に寄付を募るという不就学者支援構築事業ですが、夜間中学の支援を行う事業は、釧路市の他にもあるのでしょうか。
また、今回の事業は地域全体で夜間中学を支援し、経済的な仕組みを構築できるかという社会実験ということでしょうか。
もう一つお聞きしますが、釧路市は道内でも夜間中学に通われている方が多いと言える地域なのでしょうか。
（市長）
· 　公募事業は２２団体の応募があり、そのうち５団体が採択されました。内容は様々ですが、地域の力によって学び直しの支援をしていくという、夜間中学の支援は釧路市だけです。
この事業では、市民が消費活動を通じてまちづくりに貢献する仕組みづくりを定着させることが重要だと思います。また、地域経済のためだけでなく、福祉や教育など地域のまちづくりに市民が参加し、結果としてそれが地域経済を活性化させるひとつのきっかけになってもらえればと思っています。
　　夜間中学に通われている方について、現在３０名弱の方が通っており、これは人口規模が釧路より多い旭川と同数です。生徒は高齢者の方が多いですが、最近では地域若者サポートステーションから紹介されて夜間中学へ行き、基礎学力を身につけたという若い方も出てきています。
（質問）
・　来年、タンチョウとマリモが特別天然記念物指定６０周年を迎えますが、年明けの早い段階で何かイベントを開催する予定はあるのでしょうか。
（市長）
· 　年明けの早い段階では考えていません。イベント開催は平成２４年度予算編成作業等を踏まえた中で進めていきたいと考えています。また、現在は様々な団体から、開催についてのご相談をいただいている最中です。
（質問）　
・　ＭＯＯフィットネスセンターについて、さきほど公共施設見直し指針についてのお話がありましたが、この見直し方針に沿って検討するお考えはあるのでしょうか。
また、次の議会に廃止案を再提出するお考えに今も変わりは無いのでしょうか。
（市長）
· 　フィットネスセンターの廃止は、事業仕分けの議論も踏まえながら長期間検討してきたものですので、さきほどお話した指針に入れての検討は考えていません。釧路市の公共施設は、人口２５万人を前提に様々な施設整備を行ってきましたが、年々人口が減少しているので見直しが必要です。また、釧路市が、自分たちの持っている資産の全てを把握していない課題がありますので、全体の資産をしっかり把握する中で、新たな施策の方向性を出していきたいと考えています。
また、今後ですが、先日の議会でも多くの方からご意見をいただいたところですので、それを踏まえて利用者の方々の対応、また、廃止になった際の跡地利用の案などを提示していきながら、年内にも利用者の団体と話し合いを進めていきたいと考えていますし、そういったお話を進めていくことが重要と思っています。
（質問）
・　年末中央行動の詳細をお聞きしたいと思います。
（市長）
· 　国会議員の皆様や関係省庁を回り、年末のご挨拶が主眼になってきます。併　せて、来年の釧路で行う様々なイベントのスケジュールが既に確定しているので、集客が見込めそうな時期は、釧路に来る飛行機を大型化していただくお話や、クルーズ船の寄港を要請するなどの営業活動を進めていこうと考えています。
　また、経済交流や観光客誘致を進めている台湾と今後の交流をどう進めていくかも重要になってきます。航空の自由化で、台湾の航空会社が日本行きの定期便を運行することになり、すでに台湾の復興航空から釧路へ週１回運行の申請をいただいていますので、その新たな定期便の活用ですとか、様々なお話を進めていきたいと考えています。
（質問）
・　高速道路の道東道についてですが、東日本大震災を踏まえて、今回の開発予算にどのような反映を期待していますか。
（市長）
· 　高速道路は、災害時においても重要ということを要望書の中でも第一に書かせていただいています。これは先日の震災で国道が通行止めになり、音別等が陸の孤島と化した実態も踏まえてです。そういったことも踏まえて、高速道路が釧路まで早期に開通することが重要というお話をし、平成２６年度の開通を要望していますが、国の予定では開通が２７年度以降になっていますので、再度、早期の開通の要望をしていきたいと思っています。予算的な確保ができると２６年度の開通は十分可能と思っていますので、地域の安全確保のためにも、早期の開通を目指していこうと思っています。
１．釧路市都市経営戦略プラン(素案)について








２．（仮称）釧路市公共施設等見直し指針(素案)について








３．不就学者支援体制構築事業にかかる講座等の実施について








４．年末中央行動について
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